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本書はエール大学並 にその 附属の Human Rela-
tionsAreaFilesによって 出版されたインドネシア
の民族と文化 に対する文献リス トであるo 元来 は
RaymondKennedyによって編集せられたものであ





























など国内 の専門家 はいうまでもな く, ライデンの
Museum vanVolkenkundeの J.P.B.deJosselin
deJong,R･E･Downs,アムステルダムの Tropical













最近,ソ,米 からインドネシア語 辞典の大冊 が出
た｡前者は R･N.Korigodosky他四人の編集で収容
語数は45000とする｡ 後者 は J.M.Ecl10lsと H.
Shadilyの手に代るもので概算20000の見出し語数｡
語数は後者の方が少ないが序文にもある通り,現代の
文献を読むに必要なものに制限したせいであろう｡前
者は古代の文学をも読解 し得る語をも入れたとあり,
又,民俗,習俗,生物語菜もこの方がずっと多い｡後
者は語柔は少ないが,各語の文例が相当詳しく出てい
る｡辞書の生命は単に意味の対応訳を掲げるのでな
く,いかにその語の適当な文例,使用例が出ているか
にある｡この点で後者は前者に優る (もっとも,完全
という訳ではないが)｡後者によって,所謂,辞書を
読むこともできる｡インドネシア語の特徴は語根語に
接頭,接尾辞が付いて更に一つの単語が形成されると
ころにある｡語根語に接続可能な凡ての接辞を網羅的
に示 し,その用例をも掲げた辞書をもって最も完壁な
ものといえるのである｡この両署には出ていないが,
Sajabe-rumahdikampung ini.<私はこの村に
莱 (を)描つO rumah-家>のような用例を示して
いたらきりがないが,この点で両書は氷山の一角を載
せているにすぎず,従来の辞書の域を全 く脱していな
いといえよう｡実際の言語の機能の状態はこの両書に
よってもまだまだ知り得ない｡そのような意味での甘
さがあることは充分念頭に置く必要がある｡
次に音声,表記の説明であるが,ソの方はまだまだ
米の構造主義言語学の風が 吹き込んでい ないらしく
(私見では,全 く興味を持っていないといえる),旧来
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